
関東学院六葉会 2014 年度総会 議事録 

 

日 時 ： 2014 年 5 月 17 日(土) 13 時～14 時 20 分 

場 所 ： 関東学院六浦中学校・高等学校 本館第一会議室 

来 賓 ： 黒畑勝男校長先生、石川智教頭先生、安藤淳事務長、伊藤多香子宗教主任 

司 会 ： 栗原宏之(25 回生) 

書 記 ： 萩原孝(26 回生)、駒井稚寿子(30 回生) 

オルガン： 門脇美有紀(49 回生) 

配布物 ： 総会議案書・総会次第 

出席者 ： 31 名 

 

開会 

     

讃美歌 Ⅱ編 60 番 

聖書朗読  エペソ人への手紙 4 章 16 節 

メッセージ  伊藤多香子宗教主任 

 お祈り 

  

会長挨拶      六葉会会長 島根正隆(9 回生) 

 

来賓ご挨拶    校長 黒畑勝男先生 

 

議長選出     高橋浩司(30 回生)が司会者より推薦され承認された。 

 

議事 

第 1 号から 3 号議案までは関連性があるため続けて報告があり、一括して質疑を行うこととした。 

･第 1 号議案 2013 年度活動報告 

野澤幹事長より議案書の報告事項通り活動内容の詳細が報告された。 

･第 2 号議案 2013 年度決算報告  

秋吉会計幹事より議案書通り会計・決算の報告があった。 

･第 3 号議案 会計監査報告 会計監査 西岡義榮（14 回生） 

4 月 1 日飯島監査、野澤幹事長、秋吉会計 4名同席の上 2013 年度決算・帳簿及び伝票について厳正

に監査した結果、議案書の決算報告書通り相違なかったことが報告された。 

 

第 1 号から第 3 号議案について質疑はなく、議案別に満場一致の拍手で承認された。 

 

･第 4 号議案 会則一部改正案 

野澤幹事長より会則の一部改正について説明があった。 

質疑 野本光一さん(20 回生)：会則 4 条の若干名は「各期幹事若干名」とすれば簡単で分かりやすい

のではないか。 

野澤幹事長：昭和 47 年にできたもので他にも細かい不備は各所にありますが、長年運営する

中、困ったことは一度も起こっておらず、それは六葉会の運営は善意によって行



われているという前提があってこそ成り立っています。それでも野本さんのおっ

しゃることはごもっともなことなので今後常任幹事会の中で断続的に検討して行

く事でいかがでしょうか。 

野本光一さん(20 回生)：了解いたしました。よろしくお願いします。もう一点今まで幾度かの

改正があったと聞きましたが、過去の履歴を付則になぜ載せていない

のでしょうか。 

野澤幹事長 ：いろいろな会則を見てきましたが付則に改正の履歴を記載しているものも見受け

られますが、最新の改正についてのみ記載している会則もあるようです。すべ

ての改正日を載せていきますと行数も増えてしまいます。こちらについても今

後の常任幹事会で断続的に検討して行くことでいかがでしょうか。 

野本光一さん(20 回生)：了解いたしました。 

 

第 4 号議案について満場一致の拍手で承認された。 

 

･第 5 号議案 2014 年度人事案  

野澤幹事長：昨年暮れから常任幹事会の中で選考された 2014、2015 年度の役員選考委員会によって選

考され常任幹事会で承認された役員案です。常任幹事は学年幹事に手紙を出しご本人の意思で常任幹

事をやっていただける返事をいただいた方 38 名です。 

 

質疑はなく満場一致の拍手で承認された。 

 

提案 島田良夫(4 回生)さん：提案ですが、新任の役員の方の紹介をいただければと思います。 

出席の新任役員、藤田伸哉(18 回生)さんより新任のあいさつをいただきました。 

 

・第 6 号議案 2014 年度事業計画 

・第 7 号議案 2014 年度予算案 

6，7 号議案は密接な関係がありますので合わせて説明をいただいた後に質疑をいただきたくこととした。     

野澤幹事長より事業計画案の説明があった。 

新しい校長の情熱に賭けてみようと、母校の発展、生徒募集に寄与することを目的として会長を

プロジェクトリーダーとして母校サポートプロジェクトを立ち上げようと考えています。この活

動を通じて六葉会の活動自体をますます活性化して行くことを目指します。(以下議案書通り) 

近田会計幹事より予算案について説明があった。 

質疑 西岡義榮(14回生)さん：名簿の件、現在約10%強が不明者で会報もたくさん戻ってきます。

再発送含め大きな郵送代がかかっています。年々増えてきている。以前は名簿委員会、専任の山

口さんの仕事、もう少しいい方法で追跡調査ができたらいいと思います。訃報連絡がない場合の

対応の件も含め考えていただきたいと思います。 

野澤幹事長：本年 185 名の卒業生、会報の発送数と殆んど変らない現実。同数程度が新たに不明

者となっています。学校にご協力をいただいて事務のかたわらで扱っていただいている。几帳面

に一生懸命やっていただいていますが人脈としてのつながりは卒業生ではないので難しい。本来

は専門の担当幹事がいる事がふさわしいと思いますが、現実には難しい。この件も今後の常任幹

事会で取り扱っていきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

提案 加藤武(6 回生)さん：戻った会報を各学年幹事で対応するのはいかがでしょうか。常任幹事



会で話したいと思います。 

野澤幹事長：住居表示変更に伴い戻ってきてしまうものもとても多い。平常の業務の中、ひとつ

ひとつ区役所などに行って修正していくことが非常に困難な現状です。今後皆様のご協力を得な

がら常任幹事会で検討して行きたいと思います。 

提案 千葉(30 回生)さん：今説明のあった母校サポートプロジェクトについて会報やホームペー

ジなどで案内や年度終了後に報告等を出していただけるとよろしいのではないかと思いますので

お願いいたします。 

野澤幹事長：サポートプロジェクトの詳細、中身については今後説明いただける場面があると思

います。 

 

6 号議案その他異議なく承認された。 

7 号議案その他異議なく承認された。 

 

総会のすべての議案の審議が終了した。 

 

閉会 

閉会後、14 時 30 分から茶話会が行われ 15 時 30 分に解散となりました。 

乾杯のご発声を安藤新事務長よりご挨拶とともにいただきました。 


